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概要

患者は、65歳以上であり、整形外科病棟へ足の手術の為、入院していた。手術後安静度は歩行器にて病棟内は問題な

しと医師から指示が出ていた。患者は歩行器にてトイレへ移動した際、手洗い場とトイレの境目に歩行器の車輪が

引っかかり、歩行器と共に患者は転倒した。

要因

手洗い場とトイレの境目に5mm程度の段差があった。また、歩行器の車輪の径（110㎜）が小さい事と、車輪の材質

が堅い為、5mm程度の段差も乗り越えにくい状況であったと考えられる。

対策

病院施設の改修工事を行った時に、段差を2mm程度まで減らした。

車輪径（180㎜）の歩行器を購入した。
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